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著書に『リベラルアプローチでひらく危機管理学』
（ミネルヴァ書房）、『リスクコミュニケーション～
多様化する危機を乗り越える』（平凡社新書）、『テ
ロとインテリジェンス～覇権国家アメリカのジレン
マ』（慶應義塾大学出版会）、 『政治と暴力～安倍晋
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オールハザード・アプローチの必要性

危機管理学の対象は、社会のすべての危機

危機管理学＝オールハザード・アプローチ

All Hazard Approach
すべての 破滅的危機 を対象にする

地震や台風などの自然災害、犯罪やテロリズム、ミサイルや戦
争・紛争、情報流出やサイバー攻撃、ネット炎上、感染症パンデ

ミックなどすべての破滅的危機を対象にする危機管理学。



オールハザード・アプローチ



危機管理学の４機能モデル （福田）



感染症危機管理に求められる4機能

①感染症インテリジェンス

世界中の感染症の情報、データを収集、共有、分析、立案

②感染症セキュリティ

外国からの流入を防ぐ出入国管理、検疫・防疫、移動規制

③感染症ロジスティクス

病床、医療従事者、機材、防護服、マスク、ワクチン、治療薬

④感染症リスクコミュニケーション

３密回避、外出自粛など要請から、平時の合意形成まで
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